
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○制限時間内に自分のコートにあるボールをできるだけ多く相手コートに投げ込む。 

○点線よりも後ろから投げる。 

○時間終了の合図で投げるのをやめ、コートにあるボールが少ないチームの勝ち。 

※ボールはあまり弾むものでない方がよい。 

※ボールの数は多い方が盛り上がる。 

「投」のプログラム６ 

進め方・ルール 

玉投げ合戦 


